
報道機関 各位                

シリーズ「真の学力」を育成する Vol.１ 

「次代につなぐ、稀代の授業」 

～「授業の達人大公開」を今年度も実施します～ 

「真の学力」を育成するためには、教職員の指導技術の向上が欠かせません。しか

し、教職員の急速な世代交代が進む今、指導技術を若手教員へ継承していく必要があ

ります。そのため、さいたま市教育委員会では、これまでも「授業の達人大公開」を

実施し、指導技術の継承を進めてまいりました。 

平成２９年度は下記のとおり、４名の達人による授業公開を行います。また、教育

研究所 Web ページには、これまでの達人の紹介ページ（「授業の達人アーカイブ」）を

新たに設置して、教職員だけでなく、保護者や地域、教員を目指す学生も達人につい

て知ることができるようにしました。 

今後も「授業の達人大公開」を継続的に実施し、達人の指導技術を次代を担う若手

教員へ継承することにより、児童生徒に「真の学力」を育成してまいります。 

記 

１ 平成２９年度「授業の達人大公開」実施校及び実施日時等 

（１）会場 さいたま市立高砂小学校 

（住所：さいたま市岸町４－１－２９ 電話：８２９－２７３７） 

   日時 平成２９年１１月２４日（金）１３時４５分～１４時３０分 

（２）会場 さいたま市立大宮小学校 

（住所：さいたま市大宮区大門町３－３ 電話：６４１－７０５１） 

   日時 平成２９年１１月２８日（火）１３時５０分～１４時３５分 

（３）会場 さいたま市立東浦和中学校 

      （住所：さいたま市緑区中尾１２０７－１ 電話：８７３－４１４１） 

   日時 平成２９年１２月１３日（水）１３時４５分～１４時３５分 

（４）会場 さいたま市立指扇小学校 

      （住所：さいたま市西区指扇４２２６ 電話：６２３－０１３３） 

   日時 平成３０年２月２日（金）１３時４５分～１４時３０分 

記者発表資料   
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議題１



２ 達人の紹介 

図画工作科の達人！（図画工作科の専門性の継承） 

①学校・氏名

②実施日時 

③教 科 等 

④学年・単元

⑤見どころ 

高砂小学校 飛
ひ

知
ち

和
わ

 朋
とも

子
こ

 教諭 

平成２９年１１月２４日（金）１３時４５分～１４時３０分 

図画工作 

小学校６学年「おどる光、遊ぶかげ」 

光と影を使った造形活動を行います。高学年に必要な造形遊びの要素

を取り入れながら、造形的なものの見方や考え方を育て、また、学ん

だことが身近な生活へと結び付けられるようにする授業を通して、図

画工作科の専門性の継承を図ります。 

保幼小連携の達人！（保幼小連携の専門性の継承） 

①学校・氏名

②実施日時 

③教 科 等 

④学年・単元

⑤見どころ 

大宮小学校 船
ふな

山
やま

 徳
のり

子
こ

 教諭 

平成２９年１１月２８日（火）１３時５０分～１４時３５分 

保幼小連携（音楽） ※幼児教育センター付属幼稚園児が参加します。

小学校１学年「おとでよびかけっこ」 

幼児教育センター付属幼稚園児との交流を通して、児童一人ひとりが

気に入った音を見付け、それを基に呼び掛け合いの音楽表現を学習し

ます。また、活動を通してコミュニケーションを図ることで互いの音

楽の世界を広げられるようにします。この授業を通して、保幼小連携

の取組、専門的な知識や指導技術の継承を図ります。 

食育の達人！（栄養教諭としての専門性の継承） 

①学校・氏名

②実施日時 

③教 科 等 

④学年・単元

⑤見どころ 

東浦和中学校 小
こ

西
にし

 栄
え

美
み

子
こ

 栄養教諭 

平成２９年１２月１３日（水）１３時４５分～１４時３５分 

食育（特別活動） 

中学校３学年「受験期の食生活の改善」 

受験期の食生活について考え、アンケート結果や栄養教諭からの資

料・データを基に、自分の食生活を振り返り、改善できるようにしま

す。さらに、仲間とともに考えを伝え合うことにより、一人ひとりの

望ましい食生活を確立できるようにしていきます。この授業を通し

て、栄養教諭としての専門性の継承を図ります。 

学年・学級経営の達人！（一人ひとりを伸ばす教科指導を継承） 

①学校・氏名

②実施日時 

③教 科 等 

④学年・単元

⑤見どころ 

指扇小学校 眞
ま

光
こう

 信
しん

太
た

 教諭 

平成３０年２月２日（金）１３時４５分～１４時３０分 

小学校５学年「森林を守る人々」 

社会 

日頃の卓越した学級経営により築かれた人間関係を授業に生かし、児童

一人ひとりを伸ばす教科における指導技術の継承を図ります。間伐材を

つかった「わりばし」を教材として用いて、森林を守るためにどのよう

なことに取り組んでいかなければならないのかを、「わりばし」と「林業

人口」「間伐」「植林活動」などとの関連で課題に迫る授業を展開します。

達人１

達人２

達人３

達人４



議題１

シリーズ「真の学力」を育成する

次代につなぐ、稀代の授業
～「授業の達人大公開」を今年度も実施します～

さいたま市教育委員会
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知識・技能
＋

思考力・判断力・表現力
＋

「非認知能力」
学びに向かう力

物事をやり抜く力

「真の学力」

（等）
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カリキュラム・マネジメント

アクティブ・ラーニング

非認知能力の育成

○ 「知」「徳」「体」「コミュニケーション」
○ 小・中一貫教育
○ クリティカル・シンキングのできる子ども

○ 授業改善 ○市教育研究会との連携
○ 「よい授業」
○ グローバル・スタディ

○ いじめ防止対策 ○心のサポート体制
○ 自然体験活動 ○人間関係プログラム
○ 食育

「真
の
学
力
」の
育
成
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カリキュラム・マネジメント

アクティブ・ラーニング

非認知能力の育成

○ 「知」「徳」「体」「コミュニケーション」
○ 小・中一貫教育
○ クリティカル・シンキングのできる子ども

○ 授業改善 ○市教育研究会との連携
○ 「よい授業」
○ グローバル・スタディ

○ いじめ防止対策 ○心のサポート体制
○ 自然体験活動 ○人間関係プログラム
○ 食育

「真
の
学
力
」の
育
成

急速な世代交代に対応するための
指導技術の継承
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さいたま市学校教育の一層の充実を図るために

文部科学省やさいたま市から優秀教職員とし
て表彰された者による公開授業を実施してい
ます。

優れた指導技術の継承と、
活用を促進します。

平成２１年度より開始 （平成２９年度で９年目）
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平成２９年度の実施予定

回 実施期日 授業者 会 場 教科等

１ １１月２４日（金） 飛知和 朋子 教諭 高砂小学校 図画工作

２ １１月２８日（火） 船山 徳子 教諭 大宮小学校
保幼小連携

（音楽）

３ １２月１３日（水） 小西 栄美子 栄養教諭 東浦和中学校
食育

（特別活動）

４ ２月 ２日（金） 眞光 信太 教諭 指扇小学校 社会
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平成 29 年 11 月 24 日（金）
13 時 45 分～ 14 時 30 分

小学校６年生
図画工作「おどる光、遊ぶかげ」

光と影を使った造形遊びを行います。高学年に必要な造形遊び
の要素を取り入れながら、造形的なものの見方や考え方を育て、
また、学んだことが身近な生活へと結び付けられるようにします。

図画工作科の達人

授業

実施日時

見どころ
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平成 29 年 11 月 28 日（火）
13 時 50 分～ 14 時 35 分

小学校１年生 保幼小連携
音楽「おとでよびかけっこ」

一人ひとりが気に入った音を見付け、呼び掛け合いの音楽表現を
学習します。また、幼稚園児と身近な打楽器を使って一緒に活動
を行い、互いの音楽の世界を広げられるようにします。

授業

実施日時

見どころ

保幼小連携の達人
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平成 29 年 12 月 13 日（水）
13 時 45 分～ 14 時 35 分

中学校３年生 食育
特別活動「受験期の食生活の改善」

アンケート結果、資料やデータを基に、自分の食生活を振り返り、
改善方法を考えます。さらに、仲間とともに考えを伝え合い、一人
ひとりの望ましい食生活を確立できるようにしていきます。

授業

実施日時

見どころ

食育の達人
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平成 30 年 2 月 2 日（金）
13 時 45 分～ 14 時 30 分

小学校５年生
社会「森林を守る人々」

間伐材を使った「わりばし」を教材として用いて、森林を守るために、
取り組んでいかなければならないのかを「わりばし」と「林業人口」
「間伐」「植林活動」などとの関連で課題に迫る学習を展開します。

授業

実施日時

見どころ

学年・学級経営の達人
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ＶＯＤ
（ビデオ・オン・デマンド）

授業全編を掲載

収録数 ５０本

■
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達人の指導案を掲載

■
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これまでの達人
を一挙紹介

達人紹介の
ページを再生

■
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■ ＜Web紹介＞教育研究所ＨＰ「授業の達人アーカイブ」より
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３つのＧで日本一の教育都市へ

「やり抜く
力」で真の学
力を育成する

一人ひとりの
成長を支え生
涯学び続ける
力を育成する

国際社会で活
躍できる人材
を育成する

Plan for The Next Decade：次の10年の計画
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議題１終了
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